
連携主要テーマ取組計画「“オールやまがた”による減塩・ベジアッププロジェクト」
（関係部局：総務部、◎健康福祉部、農林水産部、教育庁、総合支庁）

「健康長寿日本一」の実現に向け、山形が誇る豊かな“食”を楽しみながら

“オールやまがた”で食生活の改善に取り組む「減塩・ベジアッププロジェク

ト」を展開し、広く県民に減塩や野菜の摂取を呼びかけ、健康的な食生活の

普及・定着を促進する。

目 的

野菜が不足がちな県民をターゲットとする。

「新型コロナに負けない身体づくり」に向けて

県民みんなで減塩・ベジアップを実践

ターゲット

①減塩・ベジアップキャンペーン等の実施

・スーパーにおいて減塩や野菜摂取を呼びかけるキャンペーンを実施

・ショッピングモールにおいてイベントを開催

・米沢栄養大推奨商品の開発・普及を後押しし、食生活の改善が進む環境づくりを推進

②メディアを活用した普及啓発等の実施

・「やまがた健康ガイド」による情報発信（20万部発行予定）

・「県民のあゆみ」や県政テレビ・ラジオ等の県広報媒体を活用した情報発信

・ホームページ、ＳＮＳ、新聞広告、ポスター、チラシ等、多様な媒体の活用

③減塩・ベジアップ教育等の推進

・米沢栄養大監修のリーフレットの活用などによる減塩・ベジアップ教育を推進

・管理栄養士による事業所訪問や出前講座の実施

・食生活改善推進協議会による啓発活動の実施

取組項目

①減塩とベジアップにポイントを絞った情報発信

・食生活改善のポイントの中で、「食塩の摂取を減らす」「野菜の摂取を増やす」という具体的で効果も

高いとされる２つの実践方法にポイントを絞ることで、分かり易く効果的な情報発信を行う。

②持続的に機会をとらえた情報発信 ･･･ 毎月19日は「減塩・野菜の日」！

・毎月19日（減塩・野菜の日）を含む週に、集客力のあるスーパー独自のサービスデーなどに合わせて

定期的にキャンペーンを実施することで、より多くの来店者（県民）に繰り返し情報発信を行う。

③スーパーや食品メーカー等の民間活力を活かした“オールやまがた”の情報発信

・家庭の食事に深く関わるスーパーや食品メーカー等と連携することで、毎日の買い物などの日常生活を

通じて、県民が減塩やベジアップの情報に触れる機会を増やす。

ポイント

広報計画

多すぎる食塩摂取量
H28全国 9.9g ＜ 山形県 10.3g

目標8g
野菜の摂取量の不足
H22：320.2g ⇒ H28：285.3g

目標350g

山形が誇る豊かな食を楽しみながら、
“オールやまがた”で食生活の改善に取り組む
「減塩・ベジアッププロジェクト」を展開

健康的な食生活の普及・定着

「健康長寿日本一」の実現

◆食生活の課題

◆対策

◆目指す姿
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減塩ベジアップ
キャンペーン等

メディアを活用
した普及啓発等

減塩・ベジアッ
プ教育等

スーパーにおける減塩・ベジアップキャンペーンの実施 （スーパーのサービスデー等に合わせて実施）

ショッピングモールでイベント開催

やまがた
健康ガイド

県民の
あゆみ

県政テレビ
県政ラジオ

減塩・ベジアップ教育 （米沢栄養大監修リーフレットを活用した授業、県産野菜を使った学校給食の提供等）

管理栄養士による事業所訪問、食生活改善推進協議会による減塩・野菜摂取啓発活動の実施

新聞
広告

ポスター作成

県ホームページ、ＳＮＳによる情報発信 （イベント、キャンペーン、レシピ等の情報発信）

応援企業（仮称）の募集

（減塩・ベジアッププロジェクト
に賛同し、ＰＲ活動に協力する
スーパーや食品メーカー等を募集）

栄養大推奨商品の開発・普及 （推奨商品を賢く使った減塩・ベジアップの普及啓発）

健康づくり
大賞

＜他部局との連携＞

①食育や地産地消の取組みなど、食に関わる関係部局が連携した情報発信

②米沢栄養大学の専門性を活かした情報発信

他部局との連携


